
１単元相似な図形

数学科学習指導案

日時

対象

指導者

平成２４年５月２５

３年１組（男子20名

教諭羽

日（金）

女子20名

生

3１

第２校時

計40名）

一久

２単元について

小学校においては，ものの形についての観察，構成などの活動を通して，平面図形や立体図形の名

前や特徴を理解するとともに,図形を構成する要素や位置関係について理解を深めてきている。また，

それらの相等についても学習してきている。第１学年では，図形の作図や移動について理解し具体的

な場面で活用することを通して，直観的な見方や考え方を養うとともに，論理的に考察し表現する基

礎を培ってきている。第２学年では，基本的な平面図形の性質について，観察，操作や実験を通して

理解を深めるとともに，図形の性質の考察における数学的な推論の意義と方法を理解し，推論の過程

を的確に表現する能力を養っている。そして，第３学年では，三角形の相似条件などを用いて図形の

性質を論理的に確かめ，数学的な推論の意義と方法についての理解を深め，図形に対する直観力や洞

察力とともに，図形の性質について論理的に考察し表現する能力を一層伸ばすことになる。

本単元では，まず，相似の意味を理解し，作図を通して三角形の相似条件を見いだしていく。そし

て，三角形の相似条件などを用いて平行線と線分の比や中点連結定理などの性質を証明することや，

相似比と面積比及び体積比の関係を理解し，面積や体積を求めることを通して，論理的に考察し表現

する能力を伸ばしていく。さらに，直接測定することが困難な２点間の距離や高さを相似な図形の性

質を利用して求める学習を通して,相似の考えを活用することの必要性やよさを実感することとなる。

生徒は，数学に対する興味や関心が高く，学習課題に真剣に取り組んだり，自分の考えを積極的に

発表したりする姿が見られる。しかし，新しい問題や発展的な問題に出会う場面では，自分の考えを

どのように進めていけばいいのか分からずに，教師の説明を待っている生徒が見られる。また，意見

交換の際に，自分の考えをうまく説明できない生徒や自分の考えをまとめられずに他者の考えを写す

だけの生徒の姿も見られる。

そこで指導に当たっては,数学的な見方や考え方を使って解決できるような学習課題を設定したい。

その際，「何を利用すれば問題を解決することができそうか」「分かりやすく説明できないか」「どん

な場合でもそうなるか」など，問題解決の過程に沿って数学的な見方や考え方を引き出すように視点

の与え方を工夫したい。そうすることによって，生徒が多様な数学的な見方や考え方とそのよさを知

り，それらを深め，自分の力で考えを進めることができるようになると考える。また，自分の考えを

図や図解表現などを使ってまとめさせる。そうすることによって，図や図解表現を見て自分の考えを

整理しながら説明したり，互いの図や図解表現を比較して考えを深め合ったりすることができると考

える。このような取組を通して，数学的な見方や考え方をはぐくみたい。

一数７－ 」



3２

３単元の目標

（１）観察，操作や実験を通して相似な図形の性質を見いだし，それらを筋道立てて証明したり，利用

したりしようとする。

（２）三角形の相似条件を用いて，平行線と比の定理や中点連結定理などについて考察し，それらを筋

道立てて証明することができる。

（３）相似な図形の意味や性質などを根拠として,拡大図や縮図をかいたり，角の大きさや線分の長さ，

比などを求めることができる。

（４）相似な図形の意味や性質，三角形の相似条件，平行線と比の定理，中点連結定理，相似比と面積

比及び体積比の関係を理解することができる。

４単元の指導計画（全23時間）

節 項 時数 主な内容

・拡大図と縮図

§１相似な図形 ２ ・相似の意味

● 相似な図形の‘性質

１相似な
§２三角形の相似

・三角形の相似条件

図形
条件

３ ・三角形の相似条件の簡単な利用

(９） ・相似の位置

§３縮図の活用 ２ ・縮図を活用した２点間の距離や高さ

形成的評価 １

今までの復習 １

２平行線
§１平行線と比 ２

・平行線と比の定理の証明

・平行線と比の定理の利用

と相似 ・比と平行線の定理の証明

(６） §２比と平行線 ３ ・比と平行線の定理の利用

● 中点連結定理

形成的評価 １

３相似と §１相似な図形の ・相似な三角形の面積比（本時）

計量 面積比
1.5

・相似な図形の面積比

(４） §２相似な立体の表
１ ・相似な立体の表面積比と体積比

面積比と体積比

形成的評価 0.5

今までの復習 １

総合練習 １ ・単元全体についての総合練習

●補充・深化・発展 １
・これまでの学習における評価の結果を生か

した補充・深化・発展学習

単 元テスト ２
・単元全体についての診断テスト

・単元テストの訂正

－数８－



５単元の評価規準

単元で身に付けるべき力

LE隠元の日標」

拡大図や縮図を用いて，相似の

意味や相似な図形の性質について

理解する。また，相似条件を見い

だし，それを用いて，図形の性質

を狂明できるようにする。そして，

三角形の相似条件を用いて，平行

線と比の性質の定理，中点連結定

理を鉦明し，利用できるようにす

る。さらに，相似比と面積比及び

体積比の関係を理解し，計趣に用

いることができるようにする。

【数学への関心・意欲・態度】

①拡大図や縮図などを観察する

活動を通して，相似な図形の性

質に興味をもち，鯛ぺようとす

る｡

②相似な三角形を作図する活励

を通して，２つの三角形が相似

になる条件を鯛ぺようとする。

③相似の考え方を活用して，２

点間の距離や高さを求めようと

する。

④平行線と線分の比の関係に関

心をもち，これまで学習した図

形の性質を用いて鯛くようとす

る。

⑤相似な図形や立体に関心をも

ち，その面積や体菰について胴

くようとする。

【数学的な見方や考え方】

①拡大図や精図の観察を通して，

相似な図形の性質を考察するこ

とができる。

②相似な三角形を作図する活動

を通して，三角形の相似条件を

見いだし，考察することができ

る⑥

③相似の考え方を活用して，２

点間の距離や高さの求め方を考

察することができる。

④平行線と線分の比についての

性質について考察したり，それ

らを用いて図形の性質を考察し，

証明したりすることができる。

⑤相似な図形や立体の面種や表

面積の関係を，相似の意味や性

質を用いて，考察することがで

きる。

【数学的な技龍】

①２つの図形が相似であること

を紀号で表したり，対応する辺

の長さや角の大きさを求めたり

することができる。

②２つの三角形が相似であるこ

とや三角形の相似条件を，言葉

や式で表したり，醜み取ったり

することができる。

学習内容

'１．相似な図形(9)’

・相似な図形(2)

’①拡大図・縮図，相似

②相似な図形の性質

・三角形の相似条件(3)

①三角形の相似条件

②相似条件の簡単な利用

③相似の位腫

・縮図の活用(2)

①校舎の高さ

②２点間の距離

・形成的評価(１）

◎今までの復習(1)

厄~ﾃ弱苧蕉芝箱1画耐
・平行線と比(2)

①平行線と比の証明

②平行線と比の定理の利用

・比と平行線(3)

①比と平行線の証明

②比と平行線の定理の利用

③中点連結定理

・形成的評価(1)

屑~宇箱頂~Z許蚕可
・相似な図形の面稲比(1.5）

・相似な立体の表面稲比と

体積比(1)

・形成的評価(0.5）

◎今までの復習(1)

羅苔燕曹~71ｱ１

晴売弓~爾序~勇扇可

単元テスト(2)

③相似な三角形を作図することが

できる。

④相似比を活用して，２点問の距

離や商さを求めることができる。

⑤平行線と線分の比についての性

質を用いて，線分の長さや比など

を求めることができる。

⑥相似比と面菰比及び体菰比の関

係を用いて，面積や体積などを求

めることができる。

【数量や図形などについての知醸･理解】

①相似の意味や，相似な図形の対

応する線分や角についての性質を

理解している。

②三角形の相似条件や相似の位殴，

相似の中心について理解している。

③相似の考えを用いた間接的な距

離や商さの求め方を理解している。

④比と平行線，平行線と比，中点

連結定理を理解している。

⑤相似比と面積比及び体種比の関

係を理解している。

3３

小単元毎に身に付けるべき力

＜相似な図形＞１－（１）

関
拡大図や縮図などを観察する活動を通して，相似な図形

の性質に興味をもち，調べようとする。

考
拡大図や縮図の観察を通して，相似な図形の性質を考察

することができる‘，

技
2つの図形が相似であることを記号で表したり，対応す

る辺の長さや角の大きさを求めたりすることができる‘，

知
相似の意味や，相似な図形の対応する線分や角について

の祥唇葬璽鯉していろ‐

＜三角形の相似条件＞１－（２）

関
相似な三角形を作図する活動を通して，２つの三角形が

相似になる条件を鯛くようとする‘，

考
相似な図形を作図する活動を通して，三角形の相似条件

を見いだし，考察することができる。

２つの三角形が相似であることや三角形の相似条件を，

技 言葉や式で表したり，読み取ったりすることができる。

相似な三角形を作図することができる。

知
三角形の相似条件や相似の位匝，相似の中心について理

解している,、

＜縮図の活用＞１－（３）

関
相似の考え方を活用して，２点間の距離や高さを求めよ

うとする。

考
相似の考え方を活用して，２点間の距離や高さの求め方

を考察することができる。

技
相似比を活用して，２点間の距離や高さを求めることが

できる。

知
相似の考えを用いた間接的な距離や高さの求め方を理解

し ている,、‐

＜平行線と比＞＜比と平行線＞２－（１）．（２）

関
平行線と線分の比の関係に関心をもち，これまで学習し

た図形の性質を用いて調べようとする。

平行線と線分の比についての性質について考察したり，

考
● ﾄ

それらを用いて図形の性質を考察し，証明したりすること

ができる．

技
平行線と線分の比についての性質を用いて，線分の長さ

や比などを求めることができる。

知 口劣レュ柊烈可･澗蔓一斗“Ｔ溝圃レロ亀一ＦＰ点fH且存諏FrJ津房"]津潤自ＥＬ‐てし、唇工

<棚姻卿硫1t><棚粒伽緬靴上総1t＞３－（１）．（２）

関
相似な図形や立体に関心をもち，その面菰や体積につい

て鯛くようとする ⑥

考
相似な図形や立体の面積，体積の関係を，相似の意味や

性質を用いて、考察することができる園

技
相似比と面積比及び体菰比の関係を用いて，面積や体積

などを求めることができる。

知 相似比と面稲比及び体稲比の関係を理解している扇

一数９－ ’



3４

６本時の実際

（１）主題相似な三角形の面積比

（２）目標

ア図形の性質に関心をもち，これまで学習した図形の性質を用いて調べようとする。

イ相似な三角形の面積の関係を，相似の意味や性質を用いて，考察することができる。

ウ相似な三角形の相似比と面積比の関係を理解している。

（３）学習課題

一学習課題

右の図の△ＤＢＥと四角形ＡＤＥＣの面積は，

どちらが大きいだろうか。
４

(4)授業設計の工夫

ア学習課題の工夫〔研究冊子数６－m－２－(1)参照〕

複数の数学的な見方や考え方を用いて考えることができ，既習の図形の性質を活用して多様な

考えで解決できる学習課題にした。これまでに学習した基本的な性質を用いて，演緯的に自分の

考えをまとめ説明していく。それぞれの考えを全体で確認していくなかで，２つの三角形が相似

になっていることから相似比を利用して考えることができることに着目させ，相似比と面積比の

関係を一般化していくように工夫した。

｢基本的性質の考え」「演緯的な考え方」「一般化の考え方」

イ数学的な見方や考え方をはぐくむための学習活動の工夫〔研究冊子数６－Ⅲ－２－(1)参照〕

学習過程に沿って,生徒から数学的な見方や考え方を引き出すように視点を与える工夫をした。

見通しをもつ過程においては「基本的性質の考え」を，学習課題に取り組む過程では「演緯的な

考え方」を，全体で確認する過程では「一般化の考え方」を，それぞれ引き出すように発問や小

黒板を使って生徒に意識させるように工夫した。

ウ自分の考えを段階的にまとめていく学習活動の工夫〔研究冊子数８－m－２－(3)参照〕

学習課題に取り組む過程において，自分の考えを図や図解表現で表させることによって，自分

の考えを確認しながら進めたり，意見交換や全体で確認する過程において，違う見方や考え方に

気付いたときに図を使って簡単に理解し考えを深めたりすることができるようにした。また，机

間指導で生徒の様子を把握し，全体の場で生かしたり，授業後にノートを集め，事後の個別指導

や全体での補説を行ったりできるように工夫した。

－数10-



(5)評価事例と評価後の手だて，支援

ア評価規準と評価事例

評価規準

図形の性質に関心をもち，これまで学

関 習した図形の性質を用いて調べようとす

る。

相似な三角形の面積の関係を，相似の

考 意味や性質を用いて，考察することがで

きる。

知
相似比と面積比の関係を理解している。

3５

評価事例

自分の考えを図や図解表現に表そうとして

いる 。

グループ学習や全体での発表で，図や図解

表現を利用して，明確に説明している。

相似比と面積比の関係をノートにまとめ説

明することができる。

イ評価後の手だて，支援

・自己追究の際，図や図解表現等により個々の追究状況を把握していく。その際，見通しが立

たずに行き詰まっている生徒に対しては，今までに学習した数学的な見方や考え方の中で活用

できるものがないか考えるように助言を与える。また，基本的な性質を基に筋道立てて説明し

ている生徒や多様な数学的な見方や考え方をしている生徒を把握し，全体の場に生かす。

ｂ授業終了時にワークシートを回収し，考えをまとめたものや「授業を終えて」を基に，事後

の個別指導や授業での補説を行う。

(6)展開

学習過程

くＳＴＡＲＴ＞
Ｉ

学習課題を把

握する

問題に対する

情報を見いだす

１

１２

し
解決方法を導 １３
き出･す

｜
①

生徒の活動・生徒の反応例 形態 指導上の留意点

四角

いか

に 必

◎

報を
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3６

学 習過程 生徒の活動・生徒の反応例 形態 指導上の留意点

？ 1３，

に 取

閏

６

甫説

全体で確認す １７
る

こ~百両一つ
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